平成２２年３月２３日
平成２２年第１回奥多摩町議会定例会会議録

平成２２年３月　５日　開会
平成２２年３月２３日　閉会

西多摩郡奥多摩町議会事務局
平成２２年第１回奥多摩町議会定例会　会議録
１．平成22年３月23日午前10時00分、第１回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２．出席議員は、次のとおりである。

第１番　師岡　伸公君　　第2番　酒井　正利君　　第３番　原島　伸行君
第４番　須崎　　眞君　　第５番　増田ひさ子君　　第６番　竹内　和男君
第７番　小澤　春義君　　第８番　鈴木　賢一君　　第９番　清水　典子君
第10番　澤本　　章君　　第11番　師岡　　智君　　第12番　前田　悦男君

第13番　小林　　勤君　　第14番　島崎　利雄君
３．欠席議員は、次のとおりである。

なし
４．会議事件は、次のとおりである。

　　別紙本日の「議事日程表」のとおり

５．職務のため出席したものは、次のとおりである。

　　議会事務局長　田中　國雄君　　　　議会係長　浅見　隆久君

６．地方自治法第１２１条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　町　　　　長　　河村　文夫君　　　副   町   長　　村木　義雄君
　　教 　育 　長　　栃元　　誠君　　　企画財政課長　　加藤　一美君

企画財政課主幹　　若菜　伸一君　　　総務課長　　武内　新三君
住民課長　　浜野　武雄君　　　福祉保健課長　　大野　　尚君
　観光産業課長　　加藤　博士君　　　地域整備課長　　宮田　昭治君
水道課長　　加藤　桂三君　　　教育課長　　井上　永一君
　病院事務長　　原島　　肇君
　　
　　　　　　　
　
平成２２年第１回奥多摩町議会定例会議事日程［第４号］
　　　　平成22年３月23日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前10時00分・開議
会　期　平成２２年３月５日～３月２３日（１９日間）
	日程
	議案　番号
	事　　　　件　　　　名
	結　果

	１
	―――
	議長開議宣告
	―――

	２
	議案第23号
	平成22年度奥多摩町一般会計予算

（予算特別委員長報告）
	原案可決

	３
	議案第24号
	平成22年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算　　　　　　　　　　　    （予算特別委員長報告）
	原案可決

	４
	議案第25号
	平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算　　　　　　　　    （予算特別委員長報告）
	原案可決

	５
	議案第26号 
	平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算

（予算特別委員長報告）
	原案可決

	６
	議案第27号
	平成22年度奥多摩町老人保健特別会計予算

　　　　　　　　　　　　　  （予算特別委員長報告）
	原案可決

	７
	議案第28号
	平成22年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算

（予算特別委員長報告）
	原案可決

	８
	議案第29号
	平成22年度奥多摩町介護保険特別会計予算

　　　　　　　　　　　　　  （予算特別委員長報告）
	原案可決

	９
	議案第30号
	平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計予算

（予算特別委員長報告）
	原案可決

	10
	議案第31号
	平成22年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算

（予算特別委員長報告）
	原案可決

	11
	議案第42号
	児童福祉施設建設工事請負契約について
	原案可決

	12
	議案第43号
	奥多摩町監査委員の選任の同意を求めることについて
	原案可決

	13
	議員提出議案

第　２　　号
	永住外国人に対する地方参政権付与に反対する意見書
	原案可決

	14
	議員提出議案

第　３　　号
	幼児教育の無償化と保育サービスの充実を求める意見書
	原案可決

	15
	―――
	　常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について
	決　　定

	16
	―――
	町長あいさつ
	―――


（午前11時33分　閉会）

午前10時00分　開議

○議長（澤本　　章君）　皆さん、おはようございます。
　直ちに本日の会議を開きます。
　本日の日程はお手元に配布のとおりであります。ご協力のほどよろしくお願いします。
　これより議案に入ります。
日程第２　議案第23号　平成22年度奥多摩町一般会計予算、日程第３　議案第24号　平成22年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算、日程第４　議案第25号　平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算、日程第５　議案第26号　平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算、日程第６　議案第27号　平成22年度奥多摩町老人保健特別会計予算、日程第７　議案第28号　平成22年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算、日程第８　議案第29号　平成22年度奥多摩町介護保険特別会計予算、日程第９　議案第30号　平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計予算、日程第10　議案第31号　平成22年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算、以上９件を一括して議題とします。

本件については去る３月５日、予算特別委員会に審査が付託され、本日お手元にその結果が報告されております。審査の経過並びに結果について、予算特別委員会委員長　小林　　勤議員から報告願います。小林　　勤議員。
［予算特別委員会委員長　小林　　勤君　登壇］
○予算特別委員会委員長（小林　　勤君）　それでは、予算特別委員会議案審査報告をいたします。
本委員会は、去る３月４日に開会された、平成22年第１回定例町議会第１日に付託された、平成22年度奥多摩町の、議案第23号　一般会計予算、議案第24号　都民の森管理運営事業特別会計予算、議案第25号　山のふるさと村管理運営事業特別会計予算、議案第26号　国民健康保険特別会計予算、議案第27号　老人保健特別会計予算、議案第28号　後期高齢者医療特別会計予算、議案第29号　介護保険特別会計予算、議案第30号　下水道事業特別会計予算、議案第31号　国民健康保険病院事業会計予算、以上９件の予算について審査を行いましたので、審査の経過及び結果について報告をいたします。
　なお、予算特別委員会については、議長を除く13名の委員により開催されましたが、開催された３日間とも議長もオブザーバーとして出席をし、13名の委員全員が出席のもとで審査をしておりますので、質疑応答の内容は割愛し概要のみの報告といたします。

　まず、審査の経過でありますが、３月５日の本会議に上程された後、予算特別委員会が設置され、審査が付託されました。本特別委員会は３月16日及び３月17日に一般会計をはじめとする特別会計、企業会計全９会計の概要について担当課長より説明を受け、３月17日及び３月18日の２日間にわたり、町長、副町長、教育長以下、全管理職の出席を得て、平成22年度の事務事業の内容等について活発な質疑応答が行なわれました。平成22年度予算の事業内容等について、町長をはじめ町側から詳細な説明や前向きな答弁があり、本特別委員会に付託された議案第23号の一般会計を始めとする議案第31号までの、平成22年度の全９会計の予算については、いずれも「原案のとおり可決すべきもの」と決定しました。

　以上で、予算特別委員会の議案審査の委員長報告を終わります。
　大変ご苦労さまでした。
○議長（澤本　　章君）　以上で報告は終わりました。
　お諮りします。ただいま上程の議案第23号から議案第31号までの予算特別委員会委員長に対する質疑は、この際省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、議案第23号から議案第31号までの、委員長報告に対する質疑は省略することに決定いたしました。

　次に、ただいま上程の議案第23号から議案第31号までについて討論を行います。

　なお、議案第23については申し出がありますので討論を行い、議案第24号から議案第31号までの８議案については、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。
　これより議案第23号の討論を行います。

　初めに、原案に対して反対の議員の討論を行います。

討論のある議員は挙手願います。14番島崎　利雄議員。

○14番（島崎　利雄君）　平成22年度の当初予算案に対して反対の討論をいたします。

　現在、もうご承知のとおり、日本全体、また、世界も揺るがすような経済危機による不況が吹き荒れているというのが今日の状況だと思います。そして新しくできた政権、この政府がまさに政治と金の問題等について、大きな問題にも発展をしております。まさにそういう状況の中で住民の皆さん方の生活が大変な状況に陥っている、こういう状況が既に補正予算、また、当初予算の中にもあらわれていると言わざるを得ない状況ではないでしょうか。
21年度の補正予算でも既に審議をしてまいりましたが、約1,600万円の減額になっている。また、22年の当初予算においては前年対比で約2,900万円、3,000万円に近い予算が減少する、こういう見積も示されております。今、町の中では納税人口の減少や所得の減少による住民への大きな負担や、また、不満、不平が高まっているのが今日の状況でもあります。

こういう中で今、政府が進めようとしている後期高齢者医療保険の値上げ、この問題も大きな問題であります。以前の野党時代の民主党にとってみれば、後期高齢者医療制度のこの保険は廃止をすると、参議院の中では野党全会一致で可決をされている状況があるにもかかわらず４年先に引き伸ばす、こういう状況も出ております。
さらに国民健康保険料の値上げの問題、まさにこのことも今後大きな負担としてあらわれる、こういう状況も出ているのが今日の状況でもあります。
そして、こういう状況の中で国の制度等の問題もありますが、先ほど述べましたように大変な苦境にさらされている住民の皆さん方に、減免制度をさらに拡充することを強く私は求めるものであります。
さらに東京都の場合を見ましても、経済危機は当然、東京都にもあらわれております。しかし、深刻なこういう状況の中でやはり総力を上げて東京都政も都民の暮らし、雇用、福祉を守ることが今、最大に求められていることだというふうに思います。
しかし、その一方で都の財政力は来年度の都税収入が減る見込みであるとはいえ、この12年間の平均的都税収入に匹敵する４兆円3,471億円と巨額である上、2016年よりオリンピック招致のために4,000億円の基金がためこまれている状況でもあります。都民要求実現のために使えば、この使える基金は１兆3,000億円にも上るといわれております。これ適正に使えれば、都民要望に応えた施策の展開となることは当然のことではないでしょうか。こういう意味で東京都に対しても、もっと町が積極的に強く要求をする必要があろうかというふうに思います。
町政においては、既に議論もしてきたところでありますが、若者定住などに今回の予算の中では多く予算が編成されている現状であります。まさにこのことは重要なことだというふうに思い、ぜひ全力を上げて取り組んでいただきたい。しかし、その一方で少子高齢化対策、子育て支援にもかかわらず、まだまだ減少する一方であり、非常に大変な危機状況にも陥っている今日の現況であります。
さらに、現在、不況の中とはいえ、観光振興に重点をさらに強めて、住民の皆さんと力をあわせ、そして団体の皆さん等も含めて、この奥多摩の観光に大きな重点を置いて、今後の施策をとるべきだというふうに思われます。ぜひともそういう点では、尚一層の総合的な観点からも取り組むことを強く要求するものであります。
さらに、既に言ってまいりましたが、限界の集落、年々、高齢化の問題や少子化の進行などで地域はまさに危機的な状況が大きな問題になっていることも今日の現状であります。住民と行政、意識改革、これを進めることが何よりも必要か、というふうに思います。
例えば小河内地域、一つの例ではありますが、小河内には宝の山が埋もれているというふうに私は思います。例えば、小河内地域は山のふるさと村の設置がされており、峰谷川の釣場の設置、さらにはまだ活用されておりませんが、温泉の活用、さらには旧小河内小・中学校の活用の問題、つい最近買収しました東芝保養所の施設の今後の管理運営、こういう点、さらには東京都水道局のものでありますが水と緑のふれあい館、こういう施設やいろいろなことが提起されておりますが、もっとこの小河内一つとってみても、本当に縦割り、横割りの大きな力をつくれば、さらに観光人口を増やすこと、地域の雇用の問題、大きなこの町の発展につながる施策がたくさんできるというふうに私は思います。
こういう意味でも町の現在の財政力等を含めれば十分にはできないことは理解しますが、国や東京都政に向けて強い意識で要求をし、この町の少子高齢化、過疎化を防ぐ大きな力になる、その上ではなんと言っても国政・都政に向けて大きな力を発揮することが、今日求められているというふうに言わざるを得ません。町長も今まで都政に向けては様々な形で取り組んではきましたが、それでは今の状況を解決できる、打開できる状況にはなっていない、ますます悪化する、限界の集落がなお増大していく、こういう状況の今日であります。
どうか、これらを含め総合的に様々な立場から住民の力を、知恵を、やはり行政に反映し、行政と住民が本当に協働して活動できる、行動できる、こういう町政をつくることを強く望んで、私の討論とするものであります。
以上。
○議長（澤本　　章君）　次に、原案に対し賛成の議員の討論を行います。
　討論のある議員は挙手願います。２番酒井　正利議員。
○２番（酒井　正利君）　賛成討論を行ないます。
　まず、予算編成方針、１．社会経済情勢の急速な変化を十分に見据え、限られた財源を重点的、効率的に配分して住民に密接した重点施策を推進し、長期総合計画「森世紀計画」の実現を目指す。２．事務事業評価の実施、財政改革の推進、組織機構の見直しなど、行財政全般にわたる改革を実施し、身の丈にあった健全な行財政運営を推進する。この考え方に賛同の意を表したいと思います。
　国や都では経済の情勢が厳しく、深刻な税収不足となっておりますが、国では公債費44兆3, 030億円、前年度に比較して11兆90億円、33.1％の増により、地方交付税が5.8％増となり12億7,000万円、都支出金は0.2％減の22億5,329万5,000円となっており、特に市町村総合交付金の増額は河村町長の鋭意努力された点に敬意を表するものであります。

　歳出面においては第４期奥多摩町長期総合計画に基づき推進する、若者定住化創造プロジェクト、町独自の子育て支援策として、新たに多子家庭世帯高校生通学援助事業のレベルアップ事業、ヒブワクチンの予防接種事業の助成、小中学生給食費２分の１の助成、入学・進学助成事業として、小学校入学２万円、中学校入学４万円、高校入学５万円の支給の実施は、奥多摩町に住んでみたいと思わせる政策で、若者、子どもの増加を考えた予算編成で高く評価するものです。
　また、森林セラピー事業の推進により、観光業、農林水産業、保健事業などの連携により町全体に波及効果をもたらし、町の活性化につながると期待しております。
　本予算の編成に全力を傾注いたしました河村町長を初め関係各位に敬意を表すると共に、来るべき予算執行にあたりまして、血税を扱うという理念を念頭に置き運用されることをお願い申し上げながら、私の賛成討論を終わります。
○議長（澤本　　章君）　次に、原案に対し反対の議員の討論を行ないます。
　討論のある議員は挙手願います。ありませんか。
　次に、原案に対し賛成の議員の討論を行ないます。
　討論のある議員は挙手願います。７番小澤　春義議員。
○７番（小澤　春義君）　私は議案第23号　平成22年度奥多摩町一般会計予算について賛成の立場から討論を行ないます。

　昨年は、当町におきましては将来の町行政運営に対する大きな事業であります、森林セラピーのグランドオープン、水道事業の都営一元化の基本協定の締結、そして下水道事業の一部供用が始まり、今年度は平成17年度を初年度とする、第４期奥多摩町長期総合計画の基本構想で定めた10年間の町の指針である、森世紀ふるさとづくり奥多摩の実現のための後期基本計画５年間のスタートの年となります。

　さて、国では昨年９月には歴史的政権交代があり半年が経過する中、日本経済は高い失業率や下落傾向にある物価水準など、依然として成果が見えてこないのが現状であります。
　平成22年度奥多摩町一般会計予算を見ますと、自主財源に乏しく、国都に依存している財政構造であり、とりわけ東京都に多くの財源を依存している財政構造は変わりありませんが、厳しい財政事情の中にあっても前年度比0.1％減で、創意工夫をしながら第４期奥多摩町長期総合計画「おくたま森世紀計画」を着実に推進するためのメリハリのある予算編成ができたと思っております。

奥多摩町の課題は依然として続く過疎化と少子化、高齢化であります。町長は奥多摩町の魅力を理解していただくため、「自立してともに生きる奥多摩町」を提唱していますが、まさに22年度は町民に密着した重点施策の推進、奥多摩町基本構想に基づく効率的な予算編成を行なっていますが、乏しい基金を有効に使用したり、活用したり、複雑多岐にわたる住民要望に対して一つひとつ着実に取り組んでいるというところであり、私は高く評価するものであります。

しかしながら、町税を始めとする自主財源の減収や国都の支出金等、依存財源の確保は尚一層厳しさを増す中、住民の様々な行政需要に応えるためには、国都の補助金の有効活用や住民負担の適正化により、安定した財源確保が不可欠であります。引き続き財源確保のため最大の努力をされるよう期待するものでもあります。
既に町では行政改革の推進をし、組織や機構の見直しがなされ、これから奥多摩町が小規模自治体としてやっていくには極めて重要と考えます。そして、これからの新しい行政需要を限られた財源の中で有効、かつ、効果的に活用するため、どう調整を図るか、新規事業を採択し予算化する場合、それに必要な額は既定の事業の経費の見直しによって廃止又は縮小で財源を捻出して、全体として均衡を図ることが財政の健全化のためにも極めて重要な課題で、いわば守備範囲の見直しは財源負担を身軽にして、来るべき新しい財政需要に対応しようとする平成22年度予算の基本的考え方であり、身の丈にあった健全な行政運営を推進していく、町長の強い決意であると考えるものでもあります。
以上、私は本予算に賛成の立場で意見を述べました。限られた財源で効率よく執行し、町、議会、住民が一致協力し、地方分権と行政改革の中でその役割と責任を果たすべく、活力ある地域社会実現に向けて、一層の努力を図らなければならないと思うものであります。
以上、申し上げて、私の賛成討論といたします。
○議長（澤本　　章君）　次に、原案に対して賛成の議員の討論を行います。
　討論のある議員は挙手願います。９番清水　典子議員。
○９番（清水　典子君）　議案第23号　平成22年度奥多摩町一般会計予算について、賛成の立場から討論を行ないます。

　大変財政の厳しい中、生活基盤の充実が盛り込まれ、新年度から待望の都営水道になり、町民にとって安心して飲める水道は何よりです。また、下水道の普及に大規模な投資が行なわれ、工事が進められております。特に若者定住対策並びに子育て支援は、町民にとって驚くほど内容が充実された支援策となっております。大変高く評価をいたします。

高齢者に対してもきめ細かなサービスがなされており、この町に住む町民が安心して暮せる町のため、町長を始め町職員に大いに期待し、22年度予算が実のある年になることを希望し賛成討論とさせていただきます。

○議長（澤本　　章君）　次に、原案に対して賛成の議員の討論を行います。
　討論のある議員は挙手願います。ほかに討論はありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ないようですので、以上で議案第23号の討論を終結します。

　これより採決します。
　日程第２　議案第23号　平成22年度奥多摩町一般会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第23号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第３　議案第24号　平成22年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第24号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第４　議案第25号　平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第25号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第５　議案第26号　平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第26号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第６　議案第27号　平成22年度奥多摩町老人保健特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第27号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第７　議案第28号　平成22年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第28号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第８　議案第29号　平成22年度奥多摩町介護保険特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第29号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第９　議案第30号　平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第30号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第10　議案第31号　平成22年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第31号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第11　議案第42号　児童福祉施設建設工事請負契約について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。
［企画財政課長　加藤　一美君　登壇］
○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは、議案第42号　児童福祉施設建設工事請負契約について、提案のご説明をさせていただきます。

　本件につきましては議案書の提案理由にありますとおり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第２条に定めます予定価格が5,000万円を超えますので、議会の議決を求めるものでございます。

　契約の目的は、児童福祉施設建設工事でございます。
　契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。
　契約の金額は、１億1,550万円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町小丹波４５番地　佐久間建設株式会社　代表取締役　佐久間　一三氏です。
　入札調書につきましては別添のとおりでございますので、ご参照願います。
　なお、本請負契約につきましては、去る３月18日に入札を執行いたしまして、現在、仮契約を結んでおります。本日、議決をいただきますと、明日24日が本契約となります。

　また、本件は繰越事業として議決いただいたもので、工期につきましては平成23年1月20日を予定しております。

　工事の概要につきましては担当課長より説明させていただきます。
　ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げます。
○議長（澤本　　章君）　福祉保健課長。
○福祉保健課長（大野　　尚君）　それでは、議案第42号の工事概要についてご説明いたします。

　工事件名は、児童福祉施設建設工事でございます。
　工事場所は、東京都西多摩郡奥多摩町小丹波108番先でございます。

　工期は、平成23年１月20日まででございます。

　建築規模　延床面積355.86㎡、１階が212.56㎡、２階は143.30㎡。

　建築工事　鉄骨造　２階建　カラーガルバリウム鋼板葺でございます。
　電気設備工事　オール電化方式1.0式。

機械設備工事　1.0式でございます。

　添付図面は、案内図、立面図、平面図でございます。
　次のページをお願いします。工事場所の案内図でございます。旧古里診療所が設置されておりました土地で、現在は駐車場となってございます。
次のページをお願いします。立面図をご覧ください。東面は文化会館側から見た図でございます。南面は建物の裏手にあたります多摩川側から見た図でございます。北面は玄関側にあたります国道側から見た図でございます。西面は鳩の巣側から見た図でございます。
外壁には厚さ15ｍｍの杉板を使用し、木材保護着色塗装及び不燃サイデングボード、厚さ16ｍｍ張りで、特に内壁、外壁にはできるだけ木材を使用し、木造風に計画いたしました。

電気設備はＣＯ2排出量削減を考慮しオール電化としました。

また、防犯カメラを要所に設置し、安全に配慮しました。
機械設備は、遊戯室空調設備にはダクト方式を採用し、また、キッズプレイルームには床暖房を設置しました。
次のページをお願いします。平面図をご覧ください。建物の１・２階の図でございます。
左側１階の主な施設の機能が、事務室、相談室、多目的室、談話室、喫茶室となっています。右側２階の主な施設の機能が、遊戯室、赤ちゃんフラット、キッズプレイルーム、屋外に設置しました遊び場となってございます。
１階は、子ども家庭支援センター機能や、誰もが安心して入館され、くつろげる場所となってございます。２階は、子どもたちが年齢別に多機能に遊べる場所と、乳幼児を連れた親子がくつろげる場所となってございます。
以上で議案第42号の工事概要の説明を終わります。

ご審議を賜りましてご決定をいただきますようお願いいたします。
○議長（澤本　　章君）　以上で説明は終わりました。
　これよりただいま上程の議案第42号の質疑を行います。

　質疑はありませんか。14番島崎　利雄議員。

○14番（島崎　利雄君）　一つは学童保育との関係はどのような、一般的には別というふうに思いますが、今までは同じ場所的なところにあるというふうに思います。

　それから、この管理運営はどのような、スタッフが当然必要だというふうに思いますが、その点、管理運営がどのようにされていくのか、というお尋ねをしておくものです。
　以上。
○議長（澤本　　章君）　福祉保健課長。
○福祉保健課長（大野　　尚君）　島崎議員のご質問でございますけれども、学童保育との関係ということでございますけれども、氷川学童と古里学童ということで従来から運営をしております。これにつきましては引き続き同じ場所で運営をしていきたいと考えております。
　それから、管理運営はということでございますけれども、これが決定しますと今後、工事に着手するということですけれども、忠霊塔とかそういう部分を移設するという計画になってございます。来年の開設になりますので、検討委員会を設置して外部のご意見、内部の関係者も含めて検討していくという予定になってございます。今の段階では詳細についてはこれから検討していく、ということになってございますので、ご理解をいただければと思います。よろしくお願いします。
○議長（澤本　　章君）　ほかに質疑はありませんか。13番小林　　勤議員。

○13番（小林　　勤君）　当然、ここの場所ですと、原島さんばっかりですよね、たぶんあそこの近隣の皆さんといわれると、そういう方がたとの協議も当然、今まで何回となく十分にしてきているという話は私も十分承知しております、聞いておりますけれども、そういう中でどのような問題があって、それがすべて、ほとんど100％と言わなくても解決をしていると、後々のためにね。その辺についてだけお伺いをしておきます。

　これが今、管理運営のところで検討委員会を設置するということですけれども、例えばこういう子どもたちのため等に建設する建物ですから、ネーミングが大事だなと思っておりますので、それらはどうなっているのかな、ということでその点だけお伺いします。
○議長（澤本　　章君）福祉保健課長。
○福祉保健課長（大野　　尚君）　この関係につきましては、昨年６月に交付金が決定されたということで、議会で承認されたということで、この事業に着手して検討しはじめました。６月からずっとしてきまして地域の４軒ないしは５軒の方、畑をやっている方だとか、忠魂碑、忠霊塔の遺族会の関係者等が身近にあるものですから、自治会長さんにお話をさせていただきまして、近隣の方から説明をさせていただくということでご了承いただきまして、まずはそういうことで近隣の方がたと３回ほど夜、私どもと協議をさせていただいております。その中で今の位置に落ち着いたわけでございます。先日も近隣の方にごあいさつに行きまして、議会にこの案件を提出するということでお話をさせていただきました。
　その中ではいろいろありましたけれども、いい施設をつくれ、ということで大枠では承諾ということで、今後につきましては工事に入りますので安全対策ということがございますので、その辺については気をつけろ、ということで言われております。
　それと、ネーミングにつきましては、事務局としては子ども家庭支援センターということで考えているんですけれども、今後、運営委員会とかそういう中で愛称も含めて、硬いネーミングではなくて愛称を決めていきたいな、と考えております。
　以上でございます。
○議長（澤本　　章君）　ほかに質疑はありませんか。11番師岡　　智議員。

○11番（師岡　　智君）　今、お子さんが少なくなっている中で町がいろんなことで最大限、子どもたちの支援をしていることについて、なおかつ、こういった施設によって、さらにこういう施策が充実できる、本当にすばらしいことだなと、本当に皆さんが待望の施設だろうと思っております。ぜひ一つ、安全な工事のうちに一刻も早く完成して皆さんに喜んでいただきたいと思いますが、たぶんこれで見る限り、今、駐車場で使っている段上になるんでしょうから、駐車場が今度はなくなっちゃうのか、駐車場が若干まだ取れるのか、駐車場はどういう形なのか。ここへ来るにはやはり子どもを車に乗せてきたりするんでしょうし、文化会館を利用される方もいらっしゃると思いますので、一応、駐車場がこれによって若干気になるんですけれども、その辺をどのような形でお考えいただいているか、ということと。
　併せて、これはどうでもいいことかもしれませんが、工事の内容を見ますと、建築だけが主になっておりますが、これだけの施設がありますと、これから若干整えていくんでしょうけれども、子どもたちの遊具的なものというのは今、若干あそこにあるものを使えるのかどうかわかりませんけれども、せっかくこれだけの施設ができるんであれば、そういったものも考えていらっしゃるのかな、という気がしますけれども、これら工事の中で遊具というのはどんな形で今後、考えられているのか。
　その２点をお伺いします。
○議長（澤本　　章君）　福祉保健課長。
○福祉保健課長（大野　　尚君）　師岡議員のご質問でございます。
　駐車場につきましては、現状は18台とめられるということでございます。これが６減の12台ということで確実に減ってくるということで、今も旧講堂というんですか、中学校跡地に駐車場がございます。あれを引き続き活用していただくということと、今後のことですけれども、教育課と地域整備課と協議していかなければいけないんですけれども、下水道が引けるということでグラウンドの川側に浄化槽が設置されております。その辺の活用もできるのかなと、担当としては考えているんですけれども、その辺につきましてはまだ何の話も出しておりませんので、今後、協議していきたいなと思っております。
　それから、遊具とかそういう部分でございますけれども、備品を予算計上させていただいておりますので、今後、子育ての方たちとか保育所の関係者と、どんなものが必要か、ということで取り揃えたいな、と考えております。
　以上でございます。
○議長（澤本　　章君）　ほかに質疑はありませんか。１番師岡　伸公議員。
○１番（師岡　伸公君）　ちょっと予算的なことでお伺いをいたします。
　先だっての補正予算の採択のところで、今回のこの国からの支出金が繰越明許費の中に計上されておりましてけれども、今回の契約との差額ですとか、そういうものの費用の運用ですが、この辺は町にゆだねられているのかどうか。ちょっとその辺をお聞きしたいと思います。
○議長（澤本　　章君）　企画財政課長。
○企画財政課長（加藤　一美君）　師岡議員からのご質問にお答えいたします。
　この差額の運用につきましては、町の方にゆだねられております。予定としましては国の国庫支出金につきましては、満額を消化するという考え方でおります。
○議長（澤本　　章君）　ほかに質疑はありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第42号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第42号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。
　よって、これより採決します。
　日程第11　議案第42号について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第42号については原案のとおり可決されました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、11時５分から再開といたします。

午前10時49分　休憩

午前11時５分　再開

○議長（澤本　　章君）　休憩前に引き続き会議を開きます。
　次に、日程第12　議案第43号　奥多摩町監査委員の選任の同意を求めることについて、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。
［総務課長　武内　新三君　登壇］
○総務課長（武内　新三君）　議案第43号　奥多摩町監査委員の選任の同意を求めることについて、提案のご説明をいたします。

下記の者を監査委員に選任したいので、地方自治法（昭和22年法律第67号）第196条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。

住所　東京都新宿区若宮町30番地８　パークハウス市谷若宮町308

氏名　滝島　勇一
生年月日　昭和22年10月17日生まれでございます。

提案理由でございますが、識見を有する者のうちから選任した監査委員　堀口　泰宏氏が、平成22年３月31日をもって任期満了となりますので、その後任として滝島　勇一氏を選任しようとするものでございます。

堀口　泰宏前監査委員につきましては、平成14年４月から監査行政事務に携わっていただき、ご指導、ご助言をいただいておりますが、この３月末日をもちまして任期満了により退任をされます。任期８年の長年にわたっての監査行政事務に対しまして感謝とお礼を申し上げます。

さて、後任にご提案申し上げました滝島　勇一氏の学歴、職歴等につきましては、お手元の略歴書のとおりでございます。
滝島氏は現在、東京都千代田区で会計事務所を開業し、会計経理分野に精通されており、人格も大変高潔でございます。当町の財務管理を始め、事務事業の経営管理や行政運営につきましても適切なご指導、ご助言をいただける監査委員として適任でございますので、議会の同意を求めるものでございます。
ご審議をいただきご同意をいただきますようお願い申し上げまして、提案のご説明とさせていただきます。
○議長（澤本　　章君）　以上で説明は終わりました。
　これよりただいま上程の議案第43号の質疑を行います。

　質疑はありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第43号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第43号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。
　よって、これより採決します。
　日程第12　議案第43号について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第43号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第13　議員提出議案第２号　永住外国人に対する地方参政権付与に反対する意見書を議題とします。

　事務局長に議案を朗読させます。事務局長。
○事務局長（田中　國雄君）　議員提出議案第２号　永住外国人に対する地方参政権付与に反対する意見書。
　上記の議案を提出する。

平成22年３月23日提出。

　提出者　奥多摩町議会議員　師岡　　智、賛成者　同　師岡　伸公、同　酒井　正利、同　原島　伸行、同　須崎　　眞、同　竹内　和男、同　小澤　春義、同　鈴木　賢一、同　前田　悦男、同　小林　　勤。奥多摩町議会議長殿。
（理由）永住外国人に対して地方参政権を付与することは、憲法上問題があると考えざるを得ず、当町議会としては拙速な結論を出すことに強く反対すべく、政府に対し意見書を提出するものである。
○議長（澤本　　章君）　朗読は終わりました。
　これより提案理由の説明を提出者　師岡　智議員に求めます。師岡　　智議員。
［提出者　師岡　　智君　登壇］
○提出者（師岡　　智君）　それでは私の方から提案理由の説明をさせていただきます。
　今、政府におきましてはこの問題についていろんな論議がされておりますけれども、現在、政府与党内においても国民新党は絶対反対だという意向を示しておりまして、皆さんご覧になったかと思いますが、ここに置いてあります地方議会人３月号にも特集として取り上げておりまして、現在、地方では反対決議が本当に多くなってきているということも載っております。それから、３月中旬だったと思いますが、都議会からの会報等につきましても、この件については断固反対したいということでございます。
最高裁等の判決の例を見ましても、「選挙権の保障は我が国に存在する外国人には及ばない」、「地方自治体の選挙権も外国人に及ぶことはない」というようなことも判例が出ているということでございまして、この件については地方で今、大変大きな問題になっているところでございます。
石原東京都知事なども、「地方に限って参政権を与えるということは国籍を持たない人の意思で地方政治が左右される。それは憲法に違反するし、そもそもおかしな話である」というようなことも言われております。
そういうことで今回、この議案を議員提出議案として出させていただきました。私の方から意見書の朗読をして皆様方にご理解を賜りたいと思います。
永住外国人に対する地方参政権付与に反対する意見書
政府・与党では通常国会に永住外国人に対して地方選挙の選挙権を付与する法案を提出する動きがあります。
わが国に在住する外国人に対する地方行政のあり方については、外国人住民の考え方や要望などを積極的に吸収する仕組みづくりに工夫が必要ではありますが、永住外国人への地方参政権付与については民主主義の根幹に関わる重大な問題であります。
日本国憲法第15条第１項においては「公務員を選定し、及びこれを罷免することは、国民固有の権利である」と規定され、また、第93条第２項においては「地方公共団体の長、その議会の議員及び法律の定めるその他の吏員は、その地方公共団体の住民が、直接これを選挙する。」と規定されております。

また、平成７年２月28日の最高裁判所判決では「憲法が選挙権を保障しているのは日本国民で、その保障は外国人には及んでいない」とし、「それは地方選挙も同様で、第93条第２項の住民とは日本国民を指す」と指摘しています。

よって、永住外国人に対して地方参政権を付与することには憲法上問題があると考えざるを得ません。
したがって、奥多摩町議会では拙速な結論を出すことには強く反対するものであります。
以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。
平成22年３月23日。
東京都西多摩郡奥多摩町議会議長　澤本　　章。

衆議院議長殿、参議院議長殿、内閣総理大臣殿、副総理・財務大臣殿、総務大臣殿、国家戦略担当大臣殿、内閣官房長官殿。
以上でございます。
○議長（澤本　　章君）　以上で説明は終わりました。
　これよりただいま上程の議員提出議案第２号の質疑を行います。
　質疑はありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議員提出議案第２号の質疑を終結します。
　次に、ただいま上程の議員提出議案第２号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。
　よって、これより採決します。
　日程第13　議員提出議案第２号について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議員提出議案第２号については原案のとおり可決されました。
　次に、日程第14　議員提出議案第３号　幼児教育の無償化と保育サービスの充実を求める意見書を議題とします。

　事務局長に議案を朗読させます。事務局長。
○事務局長（田中　國雄君）　議員提出議案第３号　幼児教育の無償化と保育サービスの充実を求める意見書。
　上記の議案を提出する。

平成22年３月23日提出。

　提出者　奥多摩町議会議員　前田　悦男、賛成者につきましては全議員が賛成者となっておりますので、朗読を割愛させていただきます。

奥多摩町議会議長殿。
（理由）子育て世代は幼児教育と保育サービスの充実を求めているとの現状から、ニーズに応える施策を的確に打ち出すよう、当町議会として国に対して求める必要がある。
○議長（澤本　　章君）　朗読は終わりました。
　これより提案理由の説明を提出者　前田　悦男議員に求めます。前田　悦男智議員。
［提出者　前田　悦男君　登壇］
○提出者（前田　悦男君）　提案理由につきましては朗読をもって説明といたします。
幼児教育の無償化と保育サービスの充実を求める意見書
　政府は平成22年度予算に子ども手当ての支給を盛り込みました。親の世帯の収入に関係なく一律で手当てを支給することは、家庭の教育格差を拡大することにも繋がり、抜本的な少子化対策のためには不十分と言わざるを得ません。

　子育て世代は幼児教育、保育サービスの充実を求めており、こうしたニーズに応える施策を的確に打ち出す必要があります。
　特に、幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培うものであり、全ての子どもたちに質の高い幼児教育の機会を保障することが求められます。また、待機児童を解消し、全ての子育て世帯が安心して子どもを産み、育てる社会づくりを進めなければなりません。
　よって、奥多摩町議会では国会及び政府におかれては、下記の事項の実現に努めることを強く求めます。
１．幼児教育に対する子育て世帯の負担を段階的に軽減するため、幼児教育無償化に取り組むこと。
２．国の責任の下、児童福祉の原則を踏まえた保育の質の確保に努め、保育所の拡充や家庭的保育（保育ママ）の拡充を図り、仕事と子育ての両立ができる社会の実現に取り組むこと。
３．待機児童解消に努める地方自治体の創意工夫を最大限生かせるよう支援のあり方を検討すること。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。
平成22年３月23日。
東京都西多摩郡奥多摩町議会議長　澤本　　章。

　衆議院議長殿。参議院議長殿。内閣総理大臣殿。副総理・財務大臣殿。文部科学大臣殿。厚生労働大臣殿。国家戦略担当大臣殿。内閣官房長官殿。
　以上です。
○議長（澤本　　章君）　以上で説明は終わりました。
　これよりただいま上程の議員提出議案第３号の質疑を行います。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議員提出議案第３号の質疑を終結します。
　次に、ただいま上程の議員提出議案第３号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。
　よって、これより採決します。
　日程第14　議員提出議案第３号について、原案に賛成の議員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議員提出議案第３号については原案のとおり可決されました。
　次に、日程第15　常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について、を議題とします。

　お諮りします。本件につきましては、各委員会委員長から継続調査の申し出がありましたので、お手元に配布の継続調査事項表のとおり、閉会中の継続調査にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。本件についてはそれぞれ閉会中の継続調査とすることに決定しました。
　以上で本定例会に付議された案件の審議はすべて終了しました。
　ここで本定例会の閉会にあたり町長よりあいさつがあります。町長。
［町長　河村　文夫君　登壇］
○町長（河村　文夫君）　平成22年第１回奥多摩町議会定例会の閉会にあたり、一言申し述べさせていただきます。

　今定例会は３月５日から開催され､第１日目において私の「平成22年度施政方針表明」を次の項目に従いさせていただきました。

１．はじめに私自身の町政運営の基本姿勢について
２．町を取巻く国・都の行財政環境について
３．平成22年度町予算の基本的考え方について

４．平成22年度の主要な事業について

５．平成22年度の予算案について

６．平成22年第１回奥多摩町議会定例会提出案件について

７．山のふるさと村不適法支出に係る住民訴訟については､平成22年１月26日付で最高裁判所第３小法廷で審理され、同法廷より上告を棄却し、上告審として受理しない旨の判決通知があったことから、この決定をもって裁判が終結いたしました。

８．山のふるさと村不適法支出に係る損害賠償等請求訴訟については、東京高等裁判所第23民事部鈴木健太郎裁判長より和解勧告があったため、地方自治法第96条第１項第12号の規定に基づき、議会の議決が必要なため、追加議案として、３月16日の本会議に議案第41号「訴訟上の和解について」を提案し、賛成10名、反対３名の多数をもって可決をいただき、３月19日、東京高等裁判所にて関係者間の和解が成立いたしましたので、この件も終結をいたしました。

　次に、提案いたしました、平成21年度の締めくくりであります、一般会計、特別会計、企業会計、計10会計の最終補正予算及び関係条例の一部改正10件、規約の制定・変更２件、町道の廃止・認定２件、請負契約２件、請負契約の変更５件、計31件につきましては､３月５日の本会議で、補正予算については３月９日の連合審査を経て、３月16日の本会議で可決決定をいただきました。

　３月12日には、議員８名の方から12件の町政進展のための貴重な一般質問をいただきました。

　私は、身の丈にあった町の行財政状況を踏まえ、短期、中期、長期の考え方を率直かつ明確に答弁させていただきました。
　また、平成22年度一般会計、特別会計、企業会計９会計の当初予算につきましては､予算特別委員会で３日間に及ぶ慎重審議をいただき、本日の本会議で可決決定をいただきました。

　さらに、本日、２件の追加議案を提案させていただき、議案第42号「児童福祉施設建設工事請負契約について」は議決をいただきました。

　議案第43号「奥多摩町監査委員の選任の同意を求めることについて」は３月31日で任期満了となります監査委員　堀口　泰宏氏の後任として、滝島　勇一氏の選任同意をいただきました。

　議員皆様方には、長期間にわたるご審議をいただき、全議案ともご決定いただき新年度の出発ができますことに感謝と御礼を申し上げます。
　次に、新年度の出発にあたり、毎年度末の税制改正が現在国会で審議中であります。地方税法の一部を改正する法律の施行に伴い「奥多摩町町税賦課徴収条例」及び「奥多摩町国民健康保険税条例」の一部改正をする必要が生じます。
　主な内容は、「奥多摩町町税賦課徴収条例」では、個人住民税の扶養控除として、子ども手当て及び高校無償化のため行なわれます、16歳未満の扶養親族に係る扶養控除33万円を廃止する。16歳以上19歳未満の特定扶養親族に係る扶養控除の上乗せ部分12万円を廃止し、扶養控除の額を33万円として平成24年度から課税を行なう。

たばこ税につきましては、国民の健康の観点から、たばこの消費を抑制するため、1,000本につき現行3,298円から4,618円に改正し、平成22年10月１日から適用する。

　公平でわかりやすい仕組みを構築するため、固定資産税の税負担軽減措置の見直しであります。
「奥多摩町国民健康保険税条例」では、限度額の引き上げとして、現行59万円から63万円に、減額賦課として、中間所得層の負担軽減に配慮するため、６割、４割軽減を７割、５割、２割軽減に、非自発的失業者への軽減策として、リストラ等の失業者を対象に、前年の給与所得を100分の30として保険税を計算する。平成22年４月１日から施行するものであります。

　また､毎年のことでございますけれども、東京都市町村総合交付金の決定が予定されますので、予算に対して増額決定をいただいた場合は､後年度の行財政運営のため､平成21年度基金繰出金を基金に繰り戻したいため、平成21年度奥多摩町一般会計補正予算（第５号）を考えおります。

　以上３件につきましては、３月末に専決処分を行いますので、ご理解をお願いいたします。
　終わりにあたり、奥多摩病院の医師の異動について申し上げます。
　東京都医師確保対策事業により、１年間派遣された自治医科大卒業医師　玉腰　淳子医師は三宅島診療所に転勤され、後任医師として板垣　信吾医師が赴任いたします。さらに、東京都の新制度により、支援ドクターとして江藤　英児医師が派遣されます。このような医師の増員確保により地域医療の充実を図ってまいります。
　少子高齢化、過疎化の進行している町にとっては、若者定住と人口の増加が最重点施策でありますので、新年度予算の新規及び継続施策の「子育て支援」、「若者定住化支援」、「生活環境の整備」等、安全・安心して暮せるまちづくりを財源確保に努力して着実に実行してまいりますので、住民皆様､議員皆様のさらなるご支援ご協力をお願い申し上げまして、閉会のごあいさつとさせていただきます。
○議長（澤本　　章君）　以上で町長のあいさつは終わりました。
以上をもって平成22年第１回奥多摩町議会定例会を閉会とします。

　長期間の審議、大変ご苦労さまでした。
午前11時33分　閉会

　地方自治法第123条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　奥多摩町議会議長
　　　　　　奥多摩町議会議員
　　　　　　奥多摩町議会議員
